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は
じ
め
に

『
萬
葉
一
葉
抄
』
（
以
下
『
一
葉
抄
』
と
略
記
す
る
）
は
、
三
條
西
実
隆
が
文
明

十
八
年
か
ら
長
享
三
年
（
一
四
八
六
〜
八
九
）
に
か
け
て
編
纂
し
た
仮
名
書
き
の

『
萬
葉
集
』
類
纂
本
で
、
全
十
巻
に
短
歌
の
み
四
一
二
六
首
を
お
さ
め
る
。
排
列

は
天
象
・
時
節
・
地
儀
…
…
の
よ
う
に
大
別
し
、
さ
ら
に
各
部
を
細
別
す
る
仕
組

と
な
っ
て
い
る
。
天
象
の
部
を
例
に
と
れ
ば
、
日
・
月
・
七
夕
・
風
・
雨
…
…
と

こ
ま
か
な
分
類
を
お
こ
な
う
。
『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
通
じ
る
よ
う
な
こ
の
排
列

が
便
利
で
あ
っ
た
た
め
か
、
近
世
後
期
の
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
賀
茂
季
鷹

ら
に
よ
っ
て
『
校
正
一
葉
抄
』
⑴

が
編
ま
れ
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

編
纂
以
降
、
長
き
に
わ
た
っ
て
享
受
さ
れ
た
仮
名
萬
葉
文
献
で
あ
る
。

こ
の
『
一
葉
抄
』
は
連
歌
の
参
考
書
た
る
こ
と
を
目
的
に
編
ま
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
⑵

が
、
所
載
萬
葉
歌
の
数
が
多
く
、
『
源
氏
物
語
』
な
ど
古
典
作
品
の

書
写
・
伝
来
・
注
釈
に
多
く
た
ず
さ
わ
っ
た
実
隆
の
編
ん
だ
『
萬
葉
集
』
類
纂
本

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
抄
は
作
品
と
し
て
の
価
値
と
は
別
の
面
が
注
目
さ
れ
る

場
合
も
少
な
く
な
い
。
本
抄
の
萬
葉
歌
と
『
萬
葉
集
』
伝
本
の
附
訓
は
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
大
久
保

正
、
渋
谷
虎
雄
に
よ
っ
て
先
駆
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
⑶

さ
ら
に
、
二
巻
と
三
巻
前
半
の
み
の
五
八
一
首
分
の
み
と
は
い
え
、
実
隆
自
筆

本
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
方
面
の
研
究
は
い
っ
そ
う
進
展
す
る
。

中
世
萬
葉
研
究
会
に
よ
る
『

三
條
西
実
隆

自　

筆　

本

『
一
葉
抄
』
の
研
究
』（
以
下
『
自
筆
本
』
と

略
記
す
る
）
⑷

が
そ
の
成
果
で
、
同
書
は
実
隆
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
の
本
文
と
『
萬

葉
集
』
伝
本
の
訓
を
綿
密
に
対
校
し
、
両
者
の
関
係
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
た
。
『
萬

葉
集
』
と
対
照
し
た
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
本
文
の
傾
向
は
、
『
自
筆
本
』
の
編
著

者
の
ひ
と
り
で
あ
る
小
川
靖
彦
が
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

�

訓
は
『
万
葉
集
』
巻
一
〜
巻
六
が
仙
覚
文
永
二
年
本
な
い
し
三
年
本
に
拠
っ

た
と
推
定
さ
れ
、
巻
七
以
下
が
仙
覚
寛
元
本
と
非
仙
覚
本
（
特
に
片
仮
名
訓

本
の
紀
州
本
と
西
本
願
寺
本
巻
一
二
）
と
一
致
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
巻

七
以
下
で
は
仙
覚
文
永
本
の
訓
も
傍
書
す
る
。
⑸

ま
た
、
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
に
は
相
当
数
の
傍
書
が
存
す
る
。
こ
の
傍
書
に
関

し
て
は
、
巻
一
〜
六
の
歌
が
「
特
異
な
主
文
の
訓
に
対
し
て
、
当
時
の
通
説
的
な

訓
を
主
文
に
対
し
、
現
存
し
な
い
典
拠
を
も
と
に
異
説
を
記
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
こ
と
」
、
巻
七
以
降
に
関
し
て
は
「
非
仙
覚
本
の
系
統
と
の
み
一
致
す
る
主
文
、

或
い
は
非
仙
覚
本
系
統
の
訓
と
仙
覚
本
系
統
の
訓
と
一
致
す
る
主
文
に
対
し
て
、

仙
覚
本
系
統
の
訓
…
…
を
書
入
れ
た
も
の
」
が
多
い
が
、
「
仙
覚
本
系
統
の
訓
と

一
致
す
る
主
文
に
対
し
て
古
次
点
を
傍
書
し
た
も
の
も
あ
る
」
と
整
理
が
な
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
巻
十
二
の
所
収
歌
だ
け
は
仙
覚
本
系
統
の
訓
が
丁
寧
に
傍
書

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
⑹

『
萬
葉
一
葉
抄
』
と
京
都
大
学
本
『
萬
葉
集
』

　
　
　

―
寛
元
本
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て

―

池
原
　
陽
斉



－ 25 － － 24 －

悉
皆
調
査
に
も
と
づ
く
右
の
見
解
は
基
本
的
に
追
認
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
調
査
結
果
を
土
台
に
、
本
稿
で
は
い
く
ば
く
か
の
考
証
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。

一　

京
都
大
学
本
代
赭
書
入
の
研
究
史

前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
『
自
筆
本
』
の
調
査
結
果
は
大
略
追
認
す
べ
き
と
考

え
る
。
し
か
し
、
『
萬
葉
集
』
伝
本
研
究
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
見
直
す
べ
き
点
も
あ
る
よ
う
に
お
も
う
。
そ
れ
は
京
都
大
学
本
（
曼
殊
院

本
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。

京
都
大
学
本
は
近
世
初
期
に
書
写
さ
れ
た
仙
覚
文
永
本
の
一
本
で
、
応
長
元
年

（
一
三
一
一
）
年
十
月
二
十
五
日
付
の
寂
印
、
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
年
八
月

二
十
五
日
付
の
成
俊
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
、
い
わ
ゆ
る
寂
印
成
俊
本
系
統
に
属

す
る
伝
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
系
統
は
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
る
が
、
そ
の
う

ち
京
都
大
学
本
は
巻
末
に
禁
裏
御
本
（
散
佚
）
と
校
合
し
た
中
院
本
（
散
佚
）
の

奥
書
も
持
つ
こ
と
か
ら
、
直
接
に
は
中
院
本
を
転
写
し
た
本
と
お
ぼ
し
い
。
⑺

こ

の
本
に
代
赭
色
に
よ
る
書
入
（
代
赭
書
入
）
が
存
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
『
萬
葉

集
』
の
伝
来
史
・
訓
読
史
研
究
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

『
自
筆
本
』
で
は
、
実
隆
自
筆
本
の
本
文
・
傍
書
を
『
萬
葉
集
』
伝
本
の
附
訓

に
よ
っ
て
分
類
す
る
際
、
こ
の
京
大
本
代
赭
書
入
を
「
範
囲
外
」
に
置
く
と
宣
言

す
る
。
京
大
本
巻
一
の
仙
覚
寛
元
本
奥
書
を
根
拠
に
従
来
寛
元
本
と
の
関
連
が
想

定
さ
れ
て
い
た
代
赭
書
入
の
訓
（
『
校
本
萬
葉
集
』
首
巻
⑻

）
が
、
非
仙
覚
本
系

統
に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、
山
崎

之
が
一
連
の
研
究
⑼

で
指
摘
し
た
こ
と

が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
京
大
本
代
赭
書
入
の
位
置
づ
け
が
明
確
で
な
く
な
っ
た
た

め
、
慎
重
を
期
し
埒
外
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
『
萬
葉
集
』
次
点
本
の
伝
本
系
統
が
平
仮
名
訓
本
・
片
仮
名
訓
本
に
大

別
で
き
る
こ
と
を
明
示
し
た
田
中
大
士
の
一
連
の
研
究
⑽

に
よ
っ
て
、
往
事
の
研

究
動
向
に
は
再
考
の
余
地
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
や
や
迂
遠
と
は
な
る
が
、
研

究
史
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

田
中
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
次
点
本
の
う
ち
平
仮
名
で
訓
を
書
く
本
（
桂
本
、

元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
な
ど
）
と
、
片
仮
名
で
訓
を
書
く
本
（
元
暦
校
本
代
赭
書

入
、
廣
瀨
本
、
紀
州
本
〔
巻
十
ま
で
〕
な
ど
）
で
は
、
長
歌
の
附
訓
の
分
布
が
異

な
る
。
平
仮
名
本
は
極
端
に
長
歌
訓
が
少
な
く
、
片
仮
名
本
と
な
る
と
一
定
数
の

附
訓
が
な
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
や
や
系
統
を
異
に
す
る
伝
本
と
見
做
せ
る
。
⑾

そ
し
て
、
代
赭
書
入
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
る
寛
元
本

と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
は
、
片
仮
名
本
の
長
歌
訓
の
分
布
で
あ
る
。
仙
覚
は
『
萬

葉
集
』
を
校
訂
す
る
に
あ
た
っ
て
、
所
持
す
る
伝
本
に
訓
が
な
い
場
合
に
は
朱
で

新
た
に
訓
を
附
け
た
（
新
点
）
わ
け
だ
が
、
長
歌
の
附
訓
状
況
を
閲
す
る
と
、
仙

覚
本
が
朱
で
訓
を
書
い
た
箇
所
と
、
片
仮
名
本
が
無
訓
と
す
る
箇
所
が
ほ
ぼ
一
致

す
る
の
で
あ
る
。
⑿

こ
の
片
仮
名
本
と
京
大
本
代
赭
書
入
の
訓
は
類
似
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
一

方
で
寛
元
本
系
系
統
の
伝
本
で
あ
る
神
宮
文
庫
本
と
は
そ
れ
ほ
ど
一
致
し
な
い
。

そ
の
た
め
山
崎
は
、
代
赭
書
入
が
次
点
本
を
揺
曳
す
る
も
の
と
見
做
し
た
わ
け
で

あ
る
。

し
か
し
田
中
は
、
寛
元
本
が
本
来
は
本
文
の
左
右
に
訓
を
併
記
す
る
形
式
（
本

文
の
右
に
底
本
と
し
た
次
点
本
片
仮
名
訓
、
左
に
異
本
の
訓
・
仙
覚
自
身
の
改 

訓
⒀

）
を
持
つ
は
ず
な
の
に
、
神
宮
文
庫
本
は
訓
を
一
種
と
す
る
場
合
が
多
い
こ

と
を
指
摘
す
る
。
同
本
を
「
仙
覚
の
寛
元
本
の
純
粋
な
ら
ざ
る
一
伝
本
」
と
す
る

上
田
英
夫
の
理
解
⒁

も
ふ
ま
え
、
代
赭
書
入
と
神
宮
文
庫
本
の
訓
に
不
一
致
の
例

が
散
見
す
る
こ
と
は
、
代
赭
書
入
が
非
寛
元
本
系
統
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い

と
述
べ
る
。
京
大
本
巻
一
奥
書
の
記
載
を
疑
っ
て
ま
で
、
代
赭
書
入
を
次
点
本
か
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ら
の
抄
出
と
見
做
す
必
然
は
な
い
と
い
う
田
中
の
指
摘
は
正
鵠
を
得
て
い
よ
う
。

ま
た
、
田
中
は
代
赭
書
入
と
次
点
本
片
仮
名
訓
が
類
似
す
る
理
由
を
以
下
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

　

�

京
赭
は
、
仙
覚
文
永
本
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
形
態
で
あ
る
。
書
き
入
れ
は
一

般
の
性
格
か
ら
し
て
、
本
体
と
重
な
る
要
素
は
基
本
的
に
書
き
入
れ
ら
れ
な

い
。
文
永
本
に
は
仙
覚
の
訂
正
訓
は
存
す
る
の
で
、
そ
の
部
分
は
書
き
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
京
赭
は
、
寛
元
本
の
中
で
も
、
主
と
し
て

歌
本
文
の
右
側
の
底
本
の
訓
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
⒂

京
大
本
自
体
は
文
永
本
系
の
一
伝
本
で
あ
る
。
す
る
と
、
本
文
が
そ
も
そ
も
仙

覚
訓
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
次
点
本
片
仮
名
訓
と
仙
覚
改
訓
を
併
記
す
る
寛
元
本
に

よ
っ
て
書
入
を
お
こ
な
う
場
合
、
寛
元
本
か
ら
摘
出
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
本

文
右
に
附
さ
れ
た
底
本
の
訓
（
次
点
本
片
仮
名
訓
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。
代
赭
書
入
が
次
点
本
片
仮
名
訓
と
類
似
す
る
の
は
結
果
的
な
も
の
と
み
る

田
中
の
理
解
は
、
妥
当
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、『
一
葉
抄
』
の
本
文
を
『
萬
葉
集
』
の
附
訓
と
対
照
す
る
に
あ
た
っ

て
、
京
大
本
代
赭
書
入
の
存
在
を
「
範
囲
外
」
に
置
く
必
要
は
あ
る
ま
い
。
寛
元

本
の
一
本
と
把
握
し
、
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
次
節
以
降
で
は
両
者
の
関
係
を
具
体
例
に
即
し
て
検
証
し
て
み
た
い
。

二　

検
証
の
方
法
と
目
的

『
一
葉
抄
』
と
京
大
本
代
赭
書
入
を
通
じ
て
寛
元
本
と
の
関
係
を
検
証
し
て
い

く
わ
け
だ
が
、
ま
ま
三
種
以
上
の
訓
が
附
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
と
き
に
本
文
訓

の
抹
消
す
ら
な
さ
れ
る
な
ど
、
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
代
赭
書
入
の
掲
出
に
際
し

て
は
、
以
下
の
よ
う
な
処
理
を
お
こ
な
っ
た
。

A
、�

京
大
本
の
本
文
訓
と
代
赭
書
入
は
、
「
本
文
訓
（
代
赭
書
入
）
」
と
い
う
形

式
で
掲
出
し
た
。

B
、�

代
赭
書
入
が
複
数
あ
る
場
合
は
「
本
文
訓
（
代
赭
書
入
①
・
代
赭
書 

入
②
…
…
）
」
の
よ
う
に
、
中
黒
を
挟
ん
で
書
入
を
列
記
し
た
。

C
、�

赭
で
本
文
訓
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
本
文
訓
（
代
赭
書
入
）
」
の

よ
う
に
、
本
文
訓
に
取
り
消
し
線
を
附
し
た
。

D
、�『
一
葉
抄
』
の
本
文
・
傍
書
と
京
大
本
の
本
文
訓
・
代
赭
書
入
が
一
致
す

る
場
合
に
は
、
「
本
文
訓
（
代
赭
書
入
）」
の
よ
う
に
、
本
文
訓
・
代
赭
書

入
を
太
字
と
し
た
。

つ
ぎ
に
検
討
対
象
に
つ
い
て
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
範
囲
を
限
定
し
て
お

き
た
い
。
『
自
筆
本
』
と
お
な
じ
く
実
隆
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
を
対
象
と
す
る
が
、

五
八
一
首
も
の
歌
数
を
、
具
体
例
を
し
め
し
つ
つ
一
挙
に
論
じ
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
実
隆
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
所
収
歌
の
う
ち
傍
書
を
持

つ
例
に
範
囲
を
限
定
し
て
考
証
す
る
。
傍
書
を
持
つ
う
た
に
区
切
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

歌
数
を
制
限
で
き
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
『
一
葉
抄
』
と
、
京
大
本
代
赭

書
入
を
通
じ
て
寛
元
本
と
の
関
係
を
検
証
す
る
」
と
い
う
目
的
に
照
ら
し
て
も
有

効
な
手
法
と
判
断
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

既
述
の
と
お
り
、
寛
元
本
は
主
た
る
訓
を
本
文
右
に
、
異
訓
・
改
訓
（
仙
覚
訓
）

を
左
に
附
す
本
で
あ
る
。
実
隆
が
寛
元
本
を
参
照
し
た
と
考
え
た
場
合
、
こ
の
二

種
の
訓
を
ど
う
あ
つ
か
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

い
ず
れ
か
の
訓
を
無
視
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
研
究
史
に
お
い
て
も
、
巻

六
以
降
に
は
寛
元
本
か
ら
の
影
響
が
看
取
さ
れ
て
い
る
⒃

が
、
『
一
葉
抄
』
に
傍

書
が
満
遍
な
く
附
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
も
、
実
際
に
取
捨
選
択

す
る
場
合
は
多
か
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

し
か
し
、
と
き
に
は
『
一
葉
抄
』
が
二
種
の
訓
を
と
も
に
採
用
し
、
そ
れ
が
本
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文
と
傍
書
と
い
う
形
に
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
、
想
定
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に

お
も
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
場
合
、
京
大
本
の
形
態
は
注
目
す
べ
き
も
の
と
い
っ

て
よ
い
。
京
大
本
は
結
果
的
に
で
は
あ
る
が
、
仙
覚
訓
を
主
た
る
訓
と
し
て
本
文

の
右
に
書
き
、
次
点
本
片
仮
名
訓
を
左
（
必
ず
し
も
で
は
な
い
が
、
基
本
的
に
）

に
附
す
。
こ
の
形
態
は
、ち
ょ
う
ど
寛
元
本
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。
す
る
と
、『
一

葉
抄
』
が
寛
元
本
を
そ
の
ま
ま
享
受
し
た
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
両
者
は
以
下

の
よ
う
に
対
応
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

・
京
大
本　
　
　
　
　
　
　
　

・
一
葉
抄

主
た
る
訓	

傍　
　

書

本　
　

文	
本　
　

文

代
赭
書
入

も
し
も
こ
の
よ
う
な
例
が
多
く
を
占
め
る
と
す
れ
ば
、
寛
元
本
と
『
一
葉
抄
』

と
の
関
係
は
非
常
に
密
接
な
も
の
と
見
做
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
個
々
の

訓
と
本
文
の
関
係
で
は
な
く
、
本
文
訓
と
代
赭
訓
、
本
文
と
傍
書
の
二
種
ず
つ
の

関
係
か
ら
、
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
。

三　

『
一
葉
抄
』
本
文
と
代
赭
書
入
が
対
応
す
る
例
①

実
際
に
例
歌
を
あ
げ
て
い
こ
う
。
ま
ず
は
、
右
の
図
式
に
該
当
す
る
う
た
を
と

り
あ
げ
て
み
た
い
。
京
大
本
代
赭
書
入
が
本
文
、
京
大
本
主
訓
が
傍
書
と
し
て
『
一

葉
抄
』
に
取
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
萬
葉
歌
・

一
葉
抄
歌
の
順
に
掲
出
し
、
解
説
を
附
す
。
『
萬
葉
集
』
は
巻
数
と
う
た
番
号
を
、

『
一
葉
抄
』
は
番
号
の
み
を
提
示
し
た
。

①
玉
梓
能　

妹
者
珠
氈　

足
氷
木
乃　

清
山
邊　

蒔
散
漆
（
萬
七
・
一
四
一
五
）

　
　

�

玉
ほつ

こさ

の
い
も
は
た
ま
か
も　

あ
し
ひ
き
の
き
よ
き
山
邊
に
ま
け
は
ち
り

ぬ
る
（
一
・
四
八
五
）

傍
書
を
有
す
る
問
題
の
初
句
を
、
京
大
本
は
「
タ
マ
ツ
サ
（
ホ
コ
）
ノ
」
に
作

る
。
代
赭
訓
が
『
一
葉
抄
』
の
本
文
、
本
文
訓
が
傍
書
と
一
致
し
て
お
り
、
ま
さ

に
見
取
り
図
ど
お
り
の
例
と
い
っ
て
い
い
。
ほ
か
に
も
類
例
は
少
な
く
な
い
。
類

例
を
列
記
し
、
全
体
を
と
お
し
て
の
説
明
を
ほ
ど
こ
す
。

②�

春
雨
尓　

衣
甚　

将
通
哉　

七
日
四
零
者　

七
日
不
来
哉
（
萬
十
・
一
九
一 

七
）

　
　

�

春
雨
のに

こ

ろ

も

は

い

た

く

と

を

ら

め

や

こ
ゝ
ろ
は
き
み
も
し
れ
る
ら
ん　

な
ぬ
か
し
ふ
ら
は
な
ゝ
夜
こ
し

と
や
（
一
・
三
〇
）

③
御
食
向　

南
淵
山
之　

巖
者　

落
波
太
列
可　

削
遺
有
（
萬
九
・
一
七
〇
九
）

　
　

�

み
け
む
か
ふ
なみ

 

なむ
ふ
ち
山
の
い
は
ほ
に
は　

ち
る
な
み
た
れ
か
け
つ
り
の

こ
せ
る
（
一
・
四
九
二
）

④�

國
遠
見　

念
勿
和
備
曽　

風
之
共　

雲
之
行
如　

言
者
将
通
（
萬
十
二
・
三 

一
七
八
）

　
　

�

國
遠
み
お
も
ひ
な
わ
ひ
そ　

か
せ
の
と
も
雲
の
行
こ
と
わ
れ
は
か
よ
は
む

（
一
・
一
〇
〇
）

⑤�

殺
目
山　

徃
反
道
之　

朝
霞　

髣
髴
谷
八　

妹
尓
不
相
牟
（
萬
十
二
・
三
〇 

三
七
）

　
　

�

殺イ

タ

メ目
山
ゆ
き
か
ふ
道
の　

あ
さ
か
す
み
ほ
の
か
に
た
に
や
い
も
に
あ
は
さ

ら
ん
（
一
・
一
五
四
）

⑥�
不
欲
恵
八
師　

不
戀
登
為
杼　

木
綿
間
山　

越
去
之
公
之　

所
念
良
國
（
萬

十
二
・
三
一
九
一
）

　
　

�
を
し
へ
や
し
恋
し
と
す
れ
と　

ゆ
ふ
ま
山
こ
え
に
し
き
み
か
お
も
ほ
ゆ
ら

く
に
（
一
・
五
〇
七
）

ム
タ
イ

キ
リ
イ

ヨ
イ

ハ

イ
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⑦�

昔
者
之　

事
波
不
知
乎　

我
見
而
毛　

久
成
奴　

天
之
香
具
山
（
萬
七
・
一 

〇
九
六
）

　
　

�
い
に
し
へ
の
こ
と
は
し
ら
ぬ
を　

わ
れ
見
て
も
ひ
さ
し
く
な
り
ぬ
あ
ま
の

か
こく

や
ま
（
一
・
四
六
八
）

⑧�

隠
口
乃　

泊
瀬
山
尓　

霞
立　

棚
引
雲
者　

妹
尓
鴨
在
武
（
萬
七
・
一
四
〇 

七
）

　
　

�

かこ

も

り

く

く
ら
く
の
初
瀬
の
山
に
霞
た
ち　

た
な
ひ
く
雲
は
い
も
に
か
も
あ
ら
ん

（
一
・
八
三
）

⑨�

外
耳　

君
乎
相
見
而　

木
綿
牒　

手
向
乃
山
乎　

明
日
香
越
将
去
（
萬

十
二
・
三
一
五
一
）

　
　

�

よ
そ
に
の
み
君
を
あ
ひ
み
て　

ゆ
ふ
た
すゝ

みき
手
向
の
山
を
あ
す
か
こ
え
な

ん
（
一
・
五
一
一
）

⑩�

相
見
而　

幾
久
毛　

不
有
尓　

如
年
月　

所
思
可
聞
（
萬
十
一
・
二
五
八
三
）

　
　

�

あ
ひ
み
て
は
い
く
ひ
さ
ゝし

さ

さ
も
あ
ら
な
く
に　

と
し
月
の
こ
と
お
も
ほ
ゆ

る
か
も
（
一
・
三
四
四
）

京
大
本
は
、
②
「
コ
ロ
モ
ハ
イ
タ
ク
ト
ホ
ラ
メ
ヤ
（
コ
ロ
モ
ハ
キ
ミ
モ
シ
レ
ル

ラ
ム
）」
、
③
「
ミ
ナ
（
ナ
ム
）
フ
チ
ヤ
マ
ノ
」
、
④
「
カ
セ
ノ
ム
タ
（
ト
モ
）」
、
⑤
「
キ

リ
メ
（
イ
タ
メ
）
ヤ
マ
」
、
⑥
初
句
「
ヨ
シ
（
ヲ
シ
）
ヱ
ヤ
シ
」
（
「
ヱ
」
と
「
ヘ
」

の
仮
名
違
い
あ
り
）
／
三
句
「
ユ
ウ
ハ
（
マ
）
ヤ
マ
」
、
⑦
「
ア
マ
ノ
カ
ク
（
コ
）

ヤ
マ
」
、
⑧
「
コ
モ
リ
（
カ
ク
ラ
）
ク
ノ
」
、
⑨
「
ユ
フ
タ
ヽ
ミ
（
タ
ス
キ
）」
、
⑩

「
イ
ク
ヒ
サ
シ
サ
モ
（
ヒ
サ
ヽ
ニ
モ
）」
と
、
い
ず
れ
も
京
大
本
代
赭
書
入
の
訓
が

『
一
葉
抄
』
本
文
と
、
本
文
訓
が
傍
書
と
対
応
す
る
。

な
お
、
⑩
は
寛
元
本
系
の
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
が
「
イ
ク
ヒ
サ
ヽ
ニ
モ
」
と

訓
み
、
そ
の
右
に
「
ヒ
サ
シ
サ
モ
」
と
傍
記
す
る
。
嘉
暦
伝
承
本
が
「
い
く
ひ
さ
ゝ

に
も
」
と
す
る
の
で
、
こ
ち
ら
を
主
た
る
訓
（
本
文
右
の
附
さ
れ
た
寛
元
本
底
本

の
訓
）
と
す
る
二
本
が
寛
元
本
本
来
の
形
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
⑧
は
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
も
本
文
右
に
「
コ
モ
リ
ク
ノ
」
、
左
に
「
カ

ク
ラ
」
の
訓
を
持
ち
、
京
大
本
と
一
致
す
る
。
京
大
本
代
赭
書
入
は
次
点
本
片
仮

名
訓
を
継
承
す
る
は
ず
で
、
二
本
の
附
訓
位
置
は
い
ぶ
か
し
い
。
い
ず
れ
か
に
ミ

ス
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
次
点
本
を
み
る
と
「
か
く
れ
ぬ
の
」
（
類
聚
古
集
）
、「
カ

ク
レ
ク
ノ
」
（
廣
瀨
本
）
な
ど
と
と
も
に
「
か
く
ら
く
の
」
（
類
聚
古
集
墨
訓
・
紀

州
本
）
も
存
す
る
。
逆
に
「
コ
モ
リ
」
は
西
本
願
寺
本
以
下
の
文
永
本
が
青
で
書

く
新
点
で
あ
る
の
で
、
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
が
附
訓
位
置
を
誤
っ
た
（
あ
る
い

は
意
図
的
に
改
変
し
た
）と
推
定
で
き
る
。
寛
元
本
の
附
訓
位
置
は
本
来
逆
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

⑧
・
⑩
の
い
ず
れ
も
『
一
葉
抄
』
は
寛
元
本
に
な
ら
っ
た
か
の
よ
う
な
形
式
で

あ
る
と
判
断
で
き
る
。
⒄

四　

『
一
葉
抄
』
本
文
と
代
赭
書
入
が
対
応
す
る
例
②

―
小
異
の
あ
る
場
合

次
に
①
〜
⑩
ま
で
と
同
様
の
対
応
関
係
を
持
つ
も
の
の
、
仮
名
遣
い
な
ど
に
小

異
が
あ
り
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
例
を
と
り
あ
げ
る
。

⑪�

玉
勝
間　

安
倍
嶋
山
之　

暮
露
尓　

旅
宿
得
為
也　

長
此
夜
乎
（
萬
十
二
・
三 

一
五
二
）

　
　

�

玉
か
つ
ま
あ
へ
し
ま
山
を　

夕
露
に
旅
ね
し
か
ね
つ
な
か
き
此
夜
を
（
一
・

二
〇
三
）

⑫
大
穴
道　

少
御
神　

作　

妹
勢
能
山　

見
吉
（
萬
七
・
一
二
四
七
）

　
　

�
お
ほ
な
む
ち
ちす

く

な

み

ひ
さ
き
か
み
の
つ
く
り
た
る　

い
も
せ
の
山
を
み
る
は
し

よ
し
も
（
一
・
四
八
一
）

⑬
留
西　

人
乎
念
尓　

蜒
野　

居
白
雲　

止
時
無
（
十
二
・
三
一
七
九
）

ハ
ヱ
ス
ヤ
イ
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�

と
ま
り
に
し
人
を
お
も
ふ
に　

か
け
ろ
ふ
の
ゐ
る
白
雲
の
や
む
と
き
も
な

し
（
一
・
一
〇
一
）

⑭�
香
山
尓　

雲
位
桁
曳　

於
保
々
思
久　

相
見
子
等
乎　

後
戀
牟
鴨
（
萬
十
一
・ 

二
四
四
九
）

　
　

�

か
にク

山
に
雲
ゐ
た
な
ひ
き　

お
ほ
ゝ
し
く
あ
ひ
み
し
こ
ら
を
の
ち
こ
い
む

か
も
（
一
・
八
七
）

⑮
夕
　々

吾
立
待
尓　

若
雲　

君
不
来
益
者　

應
辛
苦
（
萬
十
一
・
二
九
二
九
）

　
　

�

よ
ひ

く
に
わ
か
た
ち
ま
つ
に　

も
し
く
□
や
君
き
ま
さ
ぬ
は
く
る
し
か

る
へ
し
（
一
・
三
九
六
）

⑯�

驗
無　

戀
毛
為
鹿　

暮
去
者　

人
之
手
枕
而　

将
寐
兒
故
（
萬
十
一
・
二
五
九 

九
）

　
　

�

し
る
し
な
き
恋
を
も
す
る
か　

夕
さ
れ
は
人
の
手て

ま

き

し

て

ね

な

ん

こ

ゆ

へ

に

枕
ま
か
む
こ
ゆ
へ
に

（
一
・
三
七
九
）

⑰�

秋
芽
子
之　

枝
毛
十
尾
丹　

露
霜
置　

寒
毛
時
者　

成
尓
家
類
可
聞
（
萬
十
・

二
一
七
〇
）

　
　

�

秋
萩
の
枝
も
と
を
ゝ
に
露
霜
を
き
て　

さ
む
けく

も

時

は

き
時
に
な
り
に
け
る
か
も

（
一
・
二
〇
七
）

⑪
は
京
大
本
が
「
タ
ヒ
ネ
ハ
エ・

ス
ヤ
（
タ
ヒ
ネ
シ
カ
ネ
ツ
）」
、
『
一
葉
抄
』
傍

書
が
「
た
ひ
ね
ハ
ヱ・

ス
ヤ
」
と
す
る
。
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
し
て
正
確

な
の
は
京
大
本
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
末
期
以
降
「
え
」
と
「
ゑ
」
の
区
別
は
明

確
で
な
く
な
る
。
⒅

『
萬
葉
集
』
の
伝
本
に
も
同
種
の
例
は
多
い
。
実
隆
の
み
た 

『
萬
葉
集
』
に
「
ヱ
」
と
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
実
隆
が
誤
っ
た
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
さ
し
た
る
相
違
で
は
な
い
。

⑫
は
「
ス
ク
ナ
ミ
カ
ミ
ノ
（
チ
イ
サ
キ
カ
ミ
ノ
）」
で
、
『
一
葉
抄
』
本
文
「
ち

ひ・

さ
き
」
と
は
小
異
す
る
が
、
こ
の
混
用
も
前
田
家
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
み
え

カ

キ

ツ

ノ

ニ
イ

る
⒆

も
の
で
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
一
般
化
し
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
か
ら
、
問
題

と
す
る
に
あ
た
ら
な
い
。

⑬
の
『
一
葉
抄
』
三
句
の
傍
書
「
カ・

キ
ツ
ノ
ニ
イ

」
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
語
と

し
て
認
定
し
が
た
い
。
『
自
筆
本
』
は
マ
マ
を
附
さ
な
い
が
、
京
大
本
が
「
ア・

キ

ツ
ノ
ニ
（
カ
ケ
ロ
フ
ノ
）」
と
す
る
よ
う
に
、
「
あ
（
安
）
」
と
「
か
（
可
）
」
の
誤

写
を
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

⑭
の
『
一
葉
抄
』
初
句
「
か
に
山
」
は
不
審
な
地
名
で
あ
る
。
『
萬
葉
集
』
は

も
ち
ろ
ん
、
「
和
歌
＆
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
（
日
本
文
学w

e
b

図
書
館
）
に
よ
っ

て
検
索
範
囲
を
ひ
ろ
げ
て
も
例
を
み
な
い
。
『
自
筆
本
』
も
マ
マ
を
附
す
と
お
り

誤
写
と
み
て
よ
く
、
「
か
こ
山
」
が
本
来
の
形
で
あ
ろ
う
。
香
具
山
を
カ
コ
ヤ
マ

と
訓
む
例
は
次
点
本
に
多
く
、
当
該
歌
の
場
合
で
も
類
聚
古
集
や
細
井
本
が
該
当

す
る
。
「
こ
（
古
）
」
と
「
に
（
尓
）
」
の
字
体
が
近
似
す
る
た
め
、
誤
っ
た
蓋
然

性
が
た
か
い
。
す
る
と
、
京
大
本
「
カ
ク
（
カ
コ
）
ヤ
マ
ニ
」
と
対
応
す
る
。

⑮
の
場
合
は
、
肝
心
の
四
句
に
判
読
不
能
箇
所
が
あ
り
、
『
自
筆
本
』
は
「
（
も 

カ
）
」
と
す
る
。
元
暦
校
本
以
下
の
次
点
本
が
「
も
し
く
も
や
」
と
訓
む
の
で
、

妥
当
な
判
断
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
文
な
ら
ば
京
大
本
が
「
ソ
コ
ハ
ク
モ
（
モ
シ
ク

モ
ヤ
）」
に
作
っ
て
お
り
、
『
一
葉
抄
』
と
一
致
す
る
。

⑯
は
「
ヒ
ト
ノ
テ
マ
キ
テ
（
タ
マ
ク
ラ
マ
カ
ム
）
ネ
ナ
ム
コ
ユ
ヘ
ニ
」
と
あ
る
。

傍
書
を
生
か
し
て
『
一
葉
抄
』
の
下
二
句
を
し
め
せ
ば
、
「
人
の
て
ま
き
し・

て
ね

な
む
こ
ゆ
へ
に
」
と
な
り
、
四
句
が
単
独
母
音
を
ふ
く
ま
な
い
字
余
り
と
な
っ
て

し
ま
う
。
『
自
筆
本
』
も
注
記
す
る
よ
う
に
、「
人
の
て
ま
き
」
の
「
き
」
は
「
し
」

を
書
い
た
後
に
重
ね
書
き
し
て
い
る
か
ら
、
書
写
に
際
し
て
混
乱
が
あ
っ
た
も
の

と
お
ぼ
し
い
。
「
し
」
を
衍
字
と
み
て
よ
け
れ
ば
、
こ
れ
も
図
式
ど
お
り
の
例
と

い
え
る
。

⑰
は
代
赭
書
入
が
複
数
存
在
す
る
点
が
特
殊
で
あ
る
。
さ
き
に
三
種
の
訓
を
し

ソ

コ

ハ

ク

モ
イ
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め
し
て
お
く
。

　

�
京
大
本
主
訓
「
ツ
ユ
シ
モ
ヲ
キ
サ
ム
ク
モ
ト
キ
ハ
」
／
代
赭
書
入
1
「
（
つ
ゆ
）

シ
モ
ヲ
キ
テ
江
本

サ
ム
ケ
キ
ト
キ
ニ
」
／
代
赭
書
入
2
「
ツ
ユ
シ
モ
ヲ
キ
サ

ム
ク
モ
ト
キ
ハ
」

訓
の
数
こ
そ
多
い
が
、
様
相
自
体
は
さ
ほ
ど
複
雑
で
も
な
い
。
『
一
葉
抄
』
の

傍
書
は
京
大
本
主
訓
・
代
赭
書
入
2
と
ひ
と
し
く
、
こ
れ
は
文
永
本
訓
と
一
致
す

る
。
一
方
、
本
文
の
三
・
四
句
は
代
赭
書
入
1
と
同
様
で
あ
り
、
次
点
本
片
仮
名

訓
の
紀
州
本
と
共
通
す
る
文
字
列
と
な
っ
て
い
る
。
主
訓
と
代
赭
書
入
2
は
同
文

で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
書
入
2
が
書
き
込
ま
れ
た
の
か
は
不
思
議
で
あ
る
が
、

寛
元
本
と
『
一
葉
抄
』
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
如
上
の
例
と
異
な
ら
な
い
。

対
応
関
係
を
み
と
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑯
は
や
や
問
題
を
の
こ
す
⒇

か
と
お
も
う
が
、
こ
の
⑪
〜
⑰
の
『
一
葉
抄
』
の

例
も
、
お
お
む
ね
①
〜
⑩
ま
で
と
同
様
に
寛
元
本
に
ち
か
し
い
形
態
で
あ
る
と
判

断
し
て
差
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

五　

『
一
葉
抄
』
本
文
と
京
大
本
本
文
が
対
応
す
る
例

こ
こ
ま
で
あ
げ
て
き
た
①
〜
⑰
の
よ
う
な
例
ば
か
り
で
あ
れ
ば
、
寛
元
本
と 

『
一
葉
抄
』
が
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
首
肯
す
る
の
は
容
易
と
な
ろ
う
。
し
か
し

実
際
に
は
、
図
式
ど
お
り
に
適
合
し
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
稿
者
の
想
定
に

有
利
な
例
だ
け
を
挙
げ
る
の
で
は
片
手
落
ち
と
な
る
の
で
、
以
下
で
は
図
式
に
あ

て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
確
認
し
て
い
く
。

⑱�

霞
發　

春
永
日　

戀
暮　

夜
深
去　

妹
相
鴨
（
萬
十
・
一
八
九
四
）

　
　

�

か
す
み
た
つ
春
の
な
か
日
を
こ
ひ
く
ら
し　

よ
の
ふ
け
ゆ
けき

ては
い
も
に
あ

へ
る
か
も
（
一
・
一
四
七
）

⑲�

和
射
美
能　

嶺
徃
過
而　

零
雪
乃　

猒
毛
無
跡　

白
其
兒
尓
（
萬
十
・
二
三
四 

八
）

　
　

�

わ
さ
み
の
ゝ
嶺
雪
す
□
て
ふ
る
雪
の　

うい

と

ひ

と
み
も
な
し
と
ま
た
せ
そ
の
こ

に
（
一
・
二
八
〇
）

⑳�

夕
凝　

霜
置
来　

朝
戸
出
尓　

甚
踐
而　

人
尓
所
知
名
（
萬
十
一
・
二
六
九 

二
）

　
　

�

夕
こ
り
の
霜
お
き
に
け
り　

あ
さ
戸
い
て
に
あ
と
ふ
み
分
て
人
に
し
ら
るす

な
（
一
・
二
二
〇
）

京
大
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
⑱
「
ヨ
ノ
フ
ケ
ユ
ケ
ハ
（
ユ
キ
テ
）」
、
⑲
「
ウ
ト
ミ�

（
イ
ト
ヒ
）
モ
ナ
シ
ト
」
、
⑳
「
ヒ
ト
ニ
シ
ラ
ル
ナ
（
シ
ラ
ス
ナ
）」
と
あ
る
。
①

〜
⑰
ま
で
と
は
逆
に
、
い
ず
れ
も
京
大
本
の
主
た
る
訓
と
『
一
葉
抄
』
本
文
、
代

赭
書
入
と
傍
書
が
一
致
す
る
例
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
三
例
の
場
合
に
は
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
次
点
本
訓

と
の
関
係
で
、
⑱
の
場
合
、
類
聚
古
集
こ
そ
「
よ
ふ
か
く
ゆ
き
て
」
と
い
う
独
自

の
訓
を
持
つ
が
、
廣
瀨
本
・
紀
州
本
は
「
ヨ
ノ
フ
ケ
ユ
ケ
ハ
」
と
あ
り
、
京
大
本

の
主
訓
と
同
様
な
の
で
あ
る
。
「
フ
ケ
ユ
ケ
ハ
」
は
次
点
本
か
ら
寛
元
本
・
文
永

本
ま
で
継
承
さ
れ
た
訓
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
寛
元
本
の
左
側
に
附
さ

れ
た
訓
は
底
本
の
も
の
で
は
な
く
、
な
ん
ら
か
の
異
本
の
訓
と
見
做
せ
る
。
代
赭

書
入
は
こ
の
異
訓
を
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
⑲
の
「
う
と
み
」
は
元
暦
校
本
・
類
聚
古
集
の
ほ
か
片
仮
名
本
で
あ
る

紀
州
本
の
採
用
す
る
訓
で
、
⑳
も
嘉
暦
伝
承
本
・
廣
瀨
本
が
「
し
ら
る
な
」
と
す

る
。
京
大
本
の
主
訓
と
い
ず
れ
も
合
致
し
て
お
り
、
こ
れ
も
寛
元
本
右
訓
と
文
永

本
訓
が
同
様
で
あ
っ
た
た
め
、
代
赭
書
入
が
寛
元
本
の
左
に
附
さ
れ
た
異
本
の
訓

を
取
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
京
大
本
は
結
果
的
に
寛
元
本
と
同
様
の
形
態
に
な
っ
た

と
判
断
で
き
る
。『
一
葉
抄
』と
の
対
応
が
①
〜
⑰
ま
で
と
逆
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
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こ
の
よ
う
な
採
取
事
情
に
も
と
づ
く
の
で
は
な
い
か
。

な
お
⑳
に
関
し
て
は
、
神
宮
文
庫
本
と
細
井
本
も
右
訓
「
シ
ラ
ル
ナ
」
、
左
訓
「
シ

ラ
ス
ナ
」
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
⑧
で
述
べ
た
と
お
り
、
ま
た
⑱
・
⑲
に
も
複
数
の

訓
が
な
い
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
二
本
の
附
訓
は
寛
元
本
本
来

の
形
態
を
つ
た
え
な
い
場
合
も
多
く
、
充
分
に
信
を
置
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ

で
も
参
照
資
料
と
し
て
の
価
値
は
主
張
で
き
る
も
の
と
お
も
う
。
寛
元
本
の
形
態

は
「
シ
ラ
ル
ナ
（
シ
ラ
ス
ナ
）
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
⑱
〜
⑳
も
、
①
〜

⑰
に
準
じ
る
例
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

六　

『
一
葉
抄
』
と
京
大
本
の
関
係
が
不
完
全
な
例
①

以
上
の
挙
例
は
、
お
そ
ら
く
寛
元
本
と
の
関
係
を
強
く
主
張
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
京
大
本
と
『
一
葉
抄
』
を
対
照
し
て
い
く
と
、
割
り
切
る
こ
と
が
困
難

に
お
も
え
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
煩
雑
と
は
な
る
が
、
以
下
で
は
数
首
ず
つ
似

通
っ
た
問
題
を
抱
え
る
う
た
を
取
り
上
げ
、
指
摘
し
う
る
こ
と
が
ら
を
述
べ
て
い

く
。
ま
ず
は
代
赭
書
入
を
完
全
に
は
反
映
し
て
い
な
い
場
合
を
検
討
す
る
。

㉑�

秋
之
雨
尓　

所
沾
乍
居
者　

雖
賤　

吾
妹
之
屋
戸
志　

所
念
香
聞
（
萬
八
・

一
五
七
三
）

　
　

�

秋
の
雨
に
ぬ
れ
つ
ゝ
を
れ
は　

やさ

ひ

た

れ

と

し
け
れ
と
わ
か
い
も
か
や
し
お
も
ほ
ゆ

る
か
も
（
一
・
一
五
）

三
句
は
京
大
本
も
「
ヤ
シ
ケ
レ
ト
（
サ
ヒ
タ
レ
ト
）」
と
す
る
。
類
聚
古
集
・

廣
瀨
本
・
紀
州
本
も
京
大
本
主
訓
と
お
な
じ
く
「
や
し
け
れ
と
」
と
す
る
例
な
の

で
、
⑱
〜
⑳
に
相
当
す
る
。
問
題
は
四
句
で
、
京
大
本
は
「
ワ
キ
モ
カ
（
ワ
キ
イ

モ
カ
・
ワ
キ
モ
コ
・
ワ
キ
モ
カ
）
ヤ
ト
シ
」
と
複
数
の
代
赭
書
入
を
持
つ
が
、
『
一

葉
抄
』
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、『
一
葉
抄
』
の
「
わ
か
い
も
か
や
し
」

は
『
萬
葉
集
』
本
文
の
「
戸
」
に
相
当
す
る
本
文
を
缼
く
。
歌
意
も
通
じ
ず
、
書

写
時
に
問
題
の
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

㉒�

夜
干
玉
乃　

今
夜
之
雪
尓　

率
所
沾
名　

将
開
朝
尓　

消
者
惜
家
牟
（
萬
八
・

一
六
四
六
）

　
　

�

うぬ

はは
た
ま
の
こ
よ
ひ
の
雪
に
い
さ
ぬ
れ
ん
な　

あ
け
ん
あ
し
た
に
け
な
は

お
し
け
ん
（
一
・
二
四
〇
）

京
大
本
は
「
ヌ
（
ウ
）
ハ
タ
マ
ノ
」
と
し
、
『
一
葉
抄
』
と
対
応
す
る
。
た
だ

し
京
大
本
は
三
句
に
も
「
イ
サ
ヌ
レ
ナ
（
ヌ
レ
ム
）
」
と
代
赭
書
入
が
あ
る
が
、

㉑
と
お
な
じ
く
反
映
し
て
い
な
い
。
指
摘
で
き
る
と
す
れ
ば
、
『
一
葉
抄
』
の
三

句
「
い
さ
ぬ
れ
ん
な
」
が
、
『
萬
葉
集
』
伝
本
に
例
を
み
な
い
独
自
訓
と
い
う
点

で
あ
ろ
う
。
『
自
筆
本
』
も
「
実
隆
が
独
自
の
判
断
で
訓
を
改
め
た
と
思
わ
れ
る

箇
所
が
あ
る
」
、
「
実
隆
自
身
の
見
識
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
訓
も
あ
る
」
⒇

と
指
摘

し
て
お
り
、
実
隆
は
と
き
に
自
身
の
判
断
で
改
訓
を
お
こ
な
う
。
す
る
と
、
こ
こ

は
自
説
に
寄
っ
た
た
め
、
『
萬
葉
集
』
の
異
訓
を
取
る
必
要
を
み
と
め
な
か
っ
た

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

㉓�

高
山
尓　

高
部
左
渡　

高
々
尓　

余
待
公
乎　

待
将
出
可
聞
（
萬
十
一
・
二
八 

〇
四
）

　
　

�

たか

くか
山
に
た
か
へ
さ
わ
た
り
た
か

く
に　

わ
か
ま
つ
き
み
を
ま
ち
い
て

ん
か
も
（
一
・
四
九
八
）

初
句
は
京
大
本
の
「
カ
ク
（
タ
カ
）
ヤ
マ
ニ
」
と
一
致
す
る
が
、
二
句
「
タ
カ

ヘ
サ
ワ
タ
リ
（
ワ
タ
ル
）
」
の
代
赭
書
入
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
㉑
・
㉒
の
よ

う
な
本
文
上
の
問
題
も
見
出
せ
ず
、
『
萬
葉
集
』
伝
本
と
の
関
係
か
ら
解
決
策
を

提
出
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
お
も
う
。
こ
の
㉓
に
関
し
て
は
、
と
き
に
「
実
隆
が

独
自
の
判
断
で
訓
を
改
め
」
る
と
い
う
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
寛
元
本
の
左
右
の

訓
を
取
捨
選
択
す
る
場
合
が
あ
っ
た
と
考
え
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。
あ
る
い
は
㉑
も

（21）
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同
様
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
「
そ
も
そ
も
寛
元
本
に
依
拠
し
て
い
な
い
か
ら
、
代
赭
書
入
に
対

応
す
る
本
文
（
傍
書
）
が
な
い
」
と
考
え
る
こ
と
も
論
理
的
に
は
可
能
で
あ
る
が
、

悉
皆
調
査
を
お
こ
な
っ
た
『
自
筆
本
』
も
『
一
葉
抄
』
の
有
力
な
材
料
が
寛
元
本

で
あ
る
こ
と
自
体
は
是
認
し
て
い
る
し
、
①
〜
⑳
ま
で
の
結
果
を
か
ん
が
み
て

も
、
同
抄
が
寛
元
本
と
無
縁
に
編
ま
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
し
て
、『
一
葉
抄
』

の
傍
書
を
持
つ
う
た
と
、
代
赭
書
入
の
あ
る
う
た
が
総
じ
て
一
致
す
る
わ
け
で
も

な
い
以
上
、
実
隆
は
意
識
的
に
伝
本
の
訓
を
取
捨
選
択
し
て
い
た
と
推
定
す
る
こ

と
は
、
決
し
て
恣
意
的
な
判
断
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

代
赭
書
入
を
完
全
に
反
映
し
な
い
例
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

㉔�

木
道
尓
社　

妹
山
在
云　

櫛
上　

二
上
山
母　

妹
許
曽
有
来
（
萬
七
・
一
〇
九 

八
）

　
　

�

き
ち
に
こ
そ
い
も
山
あ
り
と
い
へ　

くか

つ

ら

き

の

し
か
み
の
ふ
た
か
み
山
も
い
も
こ

そ
あ
り
け
れ
（
一
・
四
七
〇
）

京
大
本
は
「
カ
ツ
ラ
キ
（
ク
シ
カ
ミ
ノ
・
ミ
ク
シ
ケ
ノ
）
ノ
」
に
作
り
、
傍
書
「
ミ

ク
シ
ケ
ノ
」
と
代
赭
書
入
「
ク
シ
カ
ミ
ノ
」
を
持
つ
。
『
一
葉
抄
』
は
そ
の
う
ち
、

代
赭
訓
「
ク
シ
カ
ミ
ノ
」
を
本
文
と
す
る
。

こ
の
㉔
で
注
目
す
べ
き
点
は
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本

の
二
本
が
「
カ
ツ
ラ
キ
（
ク
シ
カ
ミ
）
ノ
」
と
し
て
お
り
、
『
一
葉
抄
』
の
採
用

す
る
訓
と
一
致
す
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
元
暦
校
本
以
下
の
次
点
本
が
片
仮
名

本
も
ふ
く
め
、
総
じ
て
「
く
し
か
み
の
」
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
附
訓
の
分

布
に
よ
れ
ば
、
寛
元
本
の
本
来
の
形
は
「
カ
ツ
ラ
キ
（
ク
シ
カ
ミ
）
ノ
」
で
あ
り
、『
一

葉
抄
』
は
そ
れ
に
寄
っ
た
と
見
做
せ
る
よ
う
に
お
も
う
。
も
ち
ろ
ん
、
㉑
以
下
の

よ
う
に
取
捨
選
択
さ
れ
た
結
果
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
「
ミ
ク
シ
ケ
ノ
」
は
、

実
隆
が
目
に
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
断
案
を
く
だ
す
こ
と
は
む

ず
か
し
い
。

㉕�

神
左
振　

磐
根
己
凝
敷　

三
芳
野
之　

水
分
山
乎　

見
者
悲
毛
（
萬
七
・
一
一 

三
〇
）

　
　

�

神
さ
ふ
る
い
は
ね
こ
ゝ
しし

くき
み
よ
し
の
　ゝ

みみ

く

ま

り

つ
わ
け
山
を
見
れ
は
か
な

し
も
（
一
・
四
七
一
）

京
大
本
の
二
句
は
「
イ
ハ
ネ
コ
コ
シ
キ
（
コ
リ
シ
キ
・
コ
コ
シ
ク
）
」
と
す
る
。

対
照
す
べ
き
伝
本
の
訓
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
、
整
理
も
兼
ね
て
総

覧
し
て
お
き
た
い
。

　

�

元
暦
校
本
「
こ
り
し
く
」（
代
赭
「
こ
キ
し
キ
」
）
／
類
聚
古
集
「
に
き
し
き
」

（
墨
で
「
に
」
を
消
し
「
こ
」
）
／
古
葉
略
類
聚
抄
「
コ
キ
シ
キ
」
／
紀
州
本

「
コ
キ
シ
ク
」
／
廣
瀨
本
「
コ

リヽ

シ
クキ

」
／
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
「
コ
コ

シ
キ
」
（
本
文
左
に
「
リ
シ
ク
」
）
／
西
本
願
寺
本
「
コ
コ
シ
キ
」
（
本
文
左

に
「

リキ

古
」
）

元
暦
校
本
の
「
こ
り
し
く
」
な
ど
京
大
本
代
赭
書
入
に
は
み
え
な
い
訓
も
多
い

が
、
元
暦
校
本
代
赭
書
入
・
類
聚
古
集
・
廣
瀨
本
傍
書
・
西
本
願
寺
本
古
訓
と
、

多
数
の
次
点
本
が
「
コ
リ
シ
キ
」
と
す
る
。
し
か
し
、
一
本
と
は
い
え
片
仮
名
訓

本
の
廣
瀨
本
に
は
「
コ
コ
シ
ク
」
と
あ
る
。
片
仮
名
訓
が
二
種
は
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
の
左
訓
は
元
暦
校
本
に
近
く
、
寛
元
本
の
本

来
の
形
は
「
コ
コ
シ
キ
（
コ
リ
シ
キ
）
」
と
考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

す
る
と
、
㉔
で
し
め
し
た
推
論
と
は
抵
触
す
る
わ
け
だ
が
、
当
該
歌
に
も
注
意

す
べ
き
点
が
あ
る
。
四
句
は
京
大
本
代
赭
書
入
を
缼
く
が
、
神
宮
文
庫
本
・
細
井

本
は
「
ミ
ツ
ワ
ケ
（
ミ
コ
マ
リ
）
ヤ
マ
ヲ
」
と
す
る
の
で
、
本
来
は
左
右
に
訓
を

持
つ
句
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
左
訓
「
ミ
コ
マ
リ
」
は
『
一
葉
抄
』
の
傍
書
「
み

く
ま
り
」
と
小
異
す
る
が
、
お
お
む
ね
一
致
す
る
。
小
異
の
原
因
が
誤
写
か
改
変

か
は
判
然
と
せ
ず
、
い
く
ら
か
本
文
に
問
題
を
の
こ
す
例
で
あ
る
。
明
解
は
得
が
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た
い
が
指
摘
し
て
お
く
。

七　

『
一
葉
抄
』
と
京
大
本
の
関
係
が
不
完
全
な
例
②

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
例
は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
る
。
な
お
数
首
を
検
証
す
る
。

㉖
思
賸　

痛
文
為
便
無　

玉
手
次　

雲
飛
山
仁　

吾
印
結
（
萬
七
・
一
三
三
五
）

　
　

�

お
も
ひ
あ
ま
り
い
と
も
す
へ
な
み　

玉
た
す
き
雲う

ね
ひ
のと
ふ
山
に
わ
れか

し
め
む

す
ひ
（
一
・
四
八
九
）

四
句
は
京
大
本
が
「
ウ
ネ
ヒ
ノ
（
ク
モ
ト
フ
）
ヤ
マ
ニ
」
に
作
っ
て
お
り
、
完

全
に
対
応
す
る
。
一
方
の
結
句
に
は
代
赭
書
入
が
な
い
。
し
か
し
神
宮
文
庫
本
と

細
井
本
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
ワ
カ・

シ
メ
ム
ス
フ
」
と
し
て
お
り
、
『
一
葉
抄
』

の
傍
書
と
対
応
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
二
本
と
も
訓
は
一
種
し
か
附
さ
れ
て
お

ら
ず
、
本
来
の
寛
元
本
の
形
を
明
ら
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
文
永
本
の
京
大

本
が
「
ワ
レ
」
と
し
、
寛
元
本
系
の
二
本
が
「
ワ
カ
」
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

寛
元
本
段
階
で
は
こ
の
二
訓
が
併
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
想
定
で
き
よ
う
。

㉗�

春
霞　

井
上
従
直
尓　

道
者
雖
有　

君
尓
将
相
登　

他
廻
来
毛
（
萬
七
・

一
二
五
六
）

　
　

�

春
霞
井井

か

み

に

の
う
へ
に
たす

く

に

え
に
道
は
あ
れ
と　

君
に
あ
わ
ん
と
ほた

もか
め□

くほ

りり
く

も
く
も
（
一
・
一
三
〇
）

結
句
は
『
一
葉
抄
』
の
傍
書
に
缼
字
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
「
タ
モ
ト
ホ
リ
（
ホ

カ
メ
ク
リ
）
ク
モ
」
と
一
致
す
る
と
断
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
神
宮
文
庫

本
と
細
井
本
を
み
る
と
、
「
ホ
カ
メ
ク
リ
（
タ
モ
ト
ホ
リ
）
ク
モ
」
と
本
文
訓
と

書
入
の
位
置
は
京
大
本
と
逆
に
な
っ
て
い
る
。
文
永
本
系
の
伝
本
が
「
タ
モ
ト
ホ

リ
」
を
青
書
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
代
赭
書
入
は
寛
元
本
右
訓
を
反
映
す
る

と
見
做
せ
よ
う
。

二
句
に
は
代
赭
書
入
が
な
い
。
『
一
葉
抄
』
傍
書
の
「
井
か
み
に
す
く
に
」
は

元
暦
校
本
や
類
聚
古
集
の
平
仮
名
訓
と
は
相
違
し
、
元
暦
校
本
代
赭
書
入
・
廣
瀨

本
・
古
葉
略
類
聚
抄
の
左
訓
と
い
っ
た
片
仮
名
訓
と
一
致
す
る
。
寛
元
本
は
次
点

本
片
仮
名
訓
を
採
用
す
る
か
ら
、
後
者
と
対
応
す
る
の
は
順
当
で
あ
る
。
ま
た
本

文
の
「
井
の
う
へ
に
た
え・

に
」
は
文
永
本
訓
「
ヰ
ノ
ウ
ヘ
ニ
タ

・ヽ

ニ
」
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
。
「
え
」
と
踊
り
字
の
誤
写
は
想
定
し
や
す
い
か
ら
、
同
形
と
み
と
め
て

よ
か
ろ
う
。

こ
こ
も
神
宮
文
庫
本
と
細
井
本
に
注
視
す
べ
き
点
が
あ
る
。
二
本
は
二
句
を
「
ヰ

ノ
ウ
ヘ
（
カ
ミ
）
タ
ヽ
ニ
」
と
し
て
お
り
、
左
訓
「
カ
ミ
」
は
次
点
本
片
仮
名
訓

と
一
致
す
る
。
一
方
で
、
当
該
句
後
半
の
片
仮
名
訓
（
ス
ク
ニ
）
は
缼
く
か
ら
、

こ
の
二
本
は
寛
元
本
の
姿
を
半
端
に
つ
た
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
京
大
本
と
そ
の

代
赭
書
入
か
ら
は
推
察
し
え
な
い
が
、
『
一
葉
抄
』
が
寛
元
本
本
来
の
形
を
継
承

し
た
と
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
㉘
も
類
例
と
お
ぼ
し
い
。

㉘
天
雲　

依
相
遠　

雖
不
相　

異
手
枕　

吾
纒
哉
（
萬
十
一
・
二
四
五
一
）

　
　

�

あ
ま
雲
の
よた

へ

ま

を

り
あ
ひ
遠
み
あ
は
す
と
も　

こあ

た

し

た

ま

く

ら

と
手
枕
を
わ
れ
は
ま
か
め
や

（
一
・
八
八
）

四
句
は
「
ア
タ
シ
タ
マ
ク
ラ
（
コ
ト
タ
マ
ク
ラ
ヲ
）」
と
あ
っ
て
京
大
本
と
対

応
し
、
二
句
の
傍
書
「
た
へ
ま
を
」
は
嘉
暦
伝
承
本
と
廣
瀨
本
に
存
す
る
訓
（
「
耐

え・

ま
を
」
と
仮
名
は
異
な
る
）
で
あ
る
。
片
仮
名
本
の
廣
瀨
本
訓
と
い
う
こ
と
は

寛
元
本
右
訓
に
ひ
と
し
い
精
算
が
高
く
、
現
存
す
る
寛
元
本
系
伝
本
の
不
備
を
指

摘
し
う
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

㉙�
吾
妹
子
之　

赤
裳
裙
之　

将
染
埿　

今
日
之
躬
霂
尓　

吾
共
所
沾
名
（
萬
七
・

一
〇
九
〇
）

　
　

�
わ
き
も
こ
か
あ
か
も
の
こす

そ

の

し
を
そそ

め

ひ

て

ん

め
ん
と
て　

け
ふ
の
こ
さ
め
に
わ
れ
と

ぬぬ

れ

ぬ

な

ら
す
な
（
一
・
一
〇
）
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京
大
本
を
み
る
と
、
二
句
は
「
ア
カ
モ
ノ
ス
ソ
ノ
（
コ
シ
ヲ
・
ス
ソ
ノ
）」
、
結

句
は
「
ワ
レ
ハ
ヌ
レ
ヌ
ナ
（
ヌ
レ
ス
ナ
・
ヌ
ラ
ス
ナ
）」
と
お
お
む
ね
対
応
す
る
が
、

三
句
は
「
ソ
メ
ヒ
チ
ム
（
ヌ
レ
ヌ
レ
ト
）
」
と
あ
っ
て
、
本
文
・
傍
書
の
い
ず
れ

と
も
相
違
す
る
。
細
井
本
が
「
ソ
メ
ヒ
チ
ム
（
ソ
メ
ン
ト
テ
）
」
に
作
り
、
左
訓
「
ソ

メ
ン
ト
テ
」
は
次
点
本
と
共
通
す
る
。
寛
元
本
に
存
し
た
訓
と
見
做
せ
る
が
、
傍

書
の
「
そ
め
ひ
て
ん
」
は
『
萬
葉
集
』
の
訓
に
み
え
な
い
も
の
で
、
特
定
は
で
き

そ
う
も
な
い
。
実
隆
の
案
と
考
え
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
か
。

㉚
狂
語
香　

逆
言
哉　

隠
口
乃　

泊
瀬
山
尓　

廬
為
云
（
萬
七
・
一
四
〇
八
）

　
　

�

ま
か
こ
と
か
さ
か
さ
ま
こ
と
か　

かこ

も

り

く

く
ら
く
の
は
つ
瀬
の
山
に
いふ

せ

り

ほ
り
す

と
い
ふ
（
一
・
四
八
四
）

こ
の
㉚
も
同
趣
の
例
で
、
三
句
「
コ
モ
リ
ク
ノ
（
カ
ク
ラ
ク
ノ
）」
は
京
大
本

と
一
致
、
結
句
の
傍
書
「
ふ
せ
り
」
は
『
萬
葉
集
』
の
附
訓
に
類
を
み
な
い
（
本

文
「
い
ほ
り
」
は
『
萬
葉
集
』
の
訓
総
体
と
ひ
と
し
い
）
。
現
存
伝
本
と
の
対
照

か
ら
考
え
る
か
ぎ
り
は
、
や
は
り
実
隆
の
独
自
本
文
と
見
做
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
照
ら
し
て
『
一
葉
抄
』
の
本
文
と
想
定

し
う
る
寛
元
本
と
の
関
係
を
検
証
し
て
き
た
。
最
後
に
類
例
か
ら
漏
れ
る
、
や
や

個
別
性
の
つ
よ
い
例
を
提
示
す
る
。

㉛
足
引
之　

山
行
暮　

宿
借
者　

妹
立
待
而　

宿
将
借
鴨
（
萬
七
・
一
二
四
二
）

　
　

�

あ
し
ひ
き
の
山
ゆ
き
く
れら

して　

や
と
か
ら
は
い
も
た
ち
ま
ち
て
や
と
か
さ

ん
か
も
（
一
・
四
七
九
）

『
一
葉
抄
』
が
傍
書
を
持
つ
二
句
は
京
大
本
も
「
ヤ
マ
ユ
キ
ク
ラ
シ
（
ク
レ
テ
）」

と
す
る
。
問
題
は
結
句
で
、
京
大
本
を
み
る
と
代
赭
書
入
は
な
い
が
、
「
ヤ
ト
カ

ラ
ム
カ
モ
」
と
訓
じ
て
い
る
。
こ
の
訓
は
『
一
葉
抄
』
の
「
や
と
か
さ
ん
か
も
」

と
相
違
す
る
。
た
だ
、
京
大
本
以
外
の
文
永
本
の
訓
が
総
じ
て
『
一
葉
抄
』
と
一

致
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
こ
は
む
し
ろ
京
大
本
の
訓
を
誤
写
の
産
物
と
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
⒇

そ
う
考
え
る
と
問
題
は
解
消
で
き
る
。

㉜
風
交　

雪
者
零
乍　

然
為
蟹　

霞
田
菜
引　

春
去
尓
来
（
萬
十
・
一
八
三
六
）

　
　

�

風
ま
せ
に
雪
は
ふ
り
つ
　ゝ

し
か
す
か
に
霞
た
な
ひ
くキ

春春

さ

り

に

け

り

は
き
に
け
り

（
一
・
一
四
三
）

京
大
本
は
初
句
「
か
せ
ま
し
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
文
永
本
訓
で
あ
る
が
、『
一

葉
抄
』
と
一
致
す
る
の
は
頭
書
の
「
交マセニ
」
で
あ
る
。
こ
の
頭
書
は
次
点
本
片
仮
名

訓
（
廣
瀨
本
・
紀
州
本
）
を
継
承
す
る
か
ら
、
寛
元
本
も
本
文
右
に
こ
の
訓
を
有

し
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
。
頭
書
と
さ
れ
た
理
由
は
お
ぼ
つ
か
な
い
が
、
代
赭
書
入

で
あ
る
と
い
う
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
大
き
な
問
題
は
な
い
。

つ
い
で
下
二
句
を
み
る
と
「
カ
ス
ミ
タ
ナ
ヒ
キ
ハ
ル
サ
リ
ニ
ケ
リ
（
ヒ
キ
ハ
ル

ハ
キ
ニ
ケ
リ
）」
と
あ
り
、
お
お
む
ね
『
一
葉
抄
』
と
重
な
る
。
問
題
は
四
句
末
で
、

「
霞
た
な
ひ
く・

」
（
『
一
葉
抄
』
）
、
「
カ
ス
ミ
タ
ナ
ヒ
キ・

」
（
代
赭
書
入
）
と
小
異
が

あ
る
。
四
句
末
を
終
止
形
「
く
」
と
す
る
の
は
平
仮
名
本
訓
（
元
暦
校
本
・
類
聚

古
集
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
を
重
視
す
る
と
寛
元
本
の
枠
か
ら
飛
び
出
す
こ
と

と
な
る
。
わ
ず
か
な
相
違
で
は
あ
る
が
、
寛
元
本
的
性
格
を
み
と
め
う
る
か
ど
う

か
、
や
や
存
疑
の
例
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
程
度
の
改
変
な
ら
ば
、
実
隆
の
手
に

寄
る
可
能
性
を
想
定
し
て
よ
い
よ
う
に
も
お
も
う
が
、
こ
れ
以
上
は
追
究
す
る
た

め
の
手
管
を
缼
く
。
疑
義
を
呈
す
に
と
ど
め
た
い
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
、
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
所
収
歌
の
う
ち
傍
書
を
持
つ
例
に
つ
い
て
、 

『
萬
葉
集
』
の
京
都
大
学
本
と
そ
の
代
赭
書
入
と
の
対
校
を
中
心
に
検
証
を
か
さ

ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
①
〜
⑳
ま
で
の
よ
う
な
、
寛
元
本
を
そ
の
ま
ま
移
し
て

き
た
と
お
ぼ
し
い
よ
う
な
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
㉑
以
降

（22）



－ 35 － － 34 －

に
関
し
て
も
、
㉜
な
ど
の
よ
う
に
寛
元
本
と
対
応
し
な
い
本
文
を
持
つ
例
も
存
す

る
と
は
い
え
、
大
多
数
の
ケ
ー
ス
は
神
宮
文
庫
本
や
細
井
本
な
ど
の
寛
元
本
系
の

伝
本
や
、
次
点
本
片
仮
名
訓
と
照
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
な
が
り
を
看
取
で

き
る
場
合
が
多
い
こ
と
も
指
摘
し
え
た
。

も
ち
ろ
ん
㉑
以
降
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
次
点
本
片
仮
名
訓
を
援
用
し
、
現

存
す
る
寛
元
本
系
の
伝
本
に
み
え
な
い
訓
を
想
定
す
る
と
い
う
手
法
は
妥
当
な
の

か
と
い
う
問
題
は
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
『
萬
葉
集
』
は
伝
本
間
の
異
同
の
比
較

的
少
な
い
古
典
作
品
で
あ
り
、
と
く
に
片
仮
名
訓
本
同
士
は
ち
か
い
関
係
に
あ
る

た
め
、
廣
瀨
本
・
紀
州
本
な
ど
の
片
仮
名
訓
を
寛
元
本
右
訓
に
代
替
す
る
こ
と
は
、

あ
る
程
度
は
可
能
で
あ
ろ
う
と
い
う
立
場
で
検
証
を
重
ね
て
き
た
。
妥
当
性
を
み

と
め
う
る
か
ど
う
か
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
お
も
う
。
実
隆
の
取
捨

選
択
と
い
う
謂
い
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
『
一
葉
抄
』
の
傍
書
の
表
記
に
も
問
題
を
の
こ
す
。
平
仮
名
書
き
・
片

仮
名
書
き
の
両
様
が
あ
り
、
片
仮
名
書
き
の
場
合
に
は
と
く
に
他
本
注
記
「
イ

」

を
持
つ
例
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
ふ
く
め
て
、
寛
元
本
と
の
関
係
の
み
で
『
一
葉
抄
』

の
成
立
を
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
、
こ
ち
ら
も
重
要
な
課
題
と
い
え
よ
う
。
問
題

は
山
積
し
て
い
る
が
、
京
都
大
学
本
を
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
一
葉
抄
』

の
本
文
に
関
し
て
、
従
来
と
異
な
る
視
点
を
し
め
す
と
い
う
最
低
限
の
目
的
は
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
お
も
う
。

最
後
に
、
本
稿
の
検
証
と
直
接
に
関
係
は
し
な
い
が
、
寛
元
本
の
復
元
に
関
し

て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
現
存
す
る
寛
元
本
系
統
の
伝
本
に
は
神
宮
文
庫
本
と
細
井

本
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
神
宮
文
庫
本
が
「
純
粋
な
ら
ざ
る
一
伝
本
」
で
あ
る
こ
と

は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
⒇

細
井
本
も
類
似
し
た
本
文
を
持
ち
、
し
か
も
冷
泉

家
本
（
次
点
本
）
の
伝
本
（
巻
四
〜
巻
六
。
巻
四
後
半
の
巻
三
重
出
箇
所
を
ふ
く

む
）
と
の
混
成
本
で
あ
る
以
上
、
神
宮
文
庫
本
よ
り
も
寛
元
本
と
し
て
の
本
文
的

（23）

価
値
は
低
い
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
⒇

京
都
大
学
本
代
赭
書
入
は
上
記
二
本
よ

り
も
多
く
の
訓
を
つ
た
え
る
が
、
書
入
で
あ
る
と
い
う
形
態
面
の
缼
陥
が
あ
る
。

『
萬
葉
集
』
の
伝
本
自
体
に
以
上
の
よ
う
な
缼
陥
が
あ
る
こ
と
を
お
も
え
ば
、

寛
元
本
の
復
元
に
あ
た
っ
て
は
別
ル
ー
ト
か
ら
の
検
証
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
『
一
葉
抄
』
の
よ
う
な
仮
名
萬
葉
文
献
は
、

そ
の
一
端
と
な
る
可
能
性
を
持
つ
。
仮
名
文
献
に
引
用
さ
れ
た
萬
葉
歌
を
と
お
し

て
『
萬
葉
集
』
享
受
の
足
跡
を
た
ど
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
も
重
要
な
研
究
課
題
で
あ

る
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
は
な
く
、
『
萬
葉
集
』
の
伝
本
・
伝
来
、
あ
る
い
は
訓
読
・

読
解
の
研
究
に
か
か
わ
っ
て
も
、
仮
名
文
献
の
検
証
は
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
有
す

る
は
ず
で
あ
る
。
⒇

こ
の
点
を
申
し
述
べ
て
本
稿
を
終
え
る
。
大
方
の
ご
批
正
を

仰
ぎ
た
い
。

[

注]

⑴�　

『
校
正
一
葉
抄
』
に
つ
い
て
は
、
岩
下
武
彦
ほ
か
「
〈
翻
刻
〉
『
校
正
一
葉
抄
』
」

（
『
紀
要
（
中
央
大
学
文
学
科
）
』
第
八
十
七
号
・
二
〇
〇
一
）
に
よ
る
。

⑵�　

深
沢
眞
二
「
連
歌
の
万
葉
像
」
（
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
十
二
巻
第

八
号
・
一
九
九
七
）

⑶�　

大
久
保
正
「
三
條
西
実
隆
の
萬
葉
研
究

―
一
葉
抄
に
つ
い
て
」
（
『
萬
葉
の

伝
統
』
塙
書
房
・
一
九
五
七
、
初
出
一
九
五
四
）
、
渋
谷
虎
雄
『

古
文
献

所　

収

万
葉
和
歌

集
成　

室
町
後
期
』
（
桜
楓
社
・
一
九
八
五
）

⑷�　

中
世
萬
葉
研
究
会
『
三
條
西
実
隆

自　

筆　

本

『
一
葉
抄
』
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
・
一
九
九 

七
）

⑸�　

小
川
靖
彦
「
一
葉
抄
」
（
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
日
本
文
学w

e
b

図
書
館
）

⑹�　

岩
下
武
彦
・
江
富
範
子
・
小
川
「
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
の
訓
に
つ
い
て

―

萬
葉
集
古
訓
と
の
対
照
」
（
前
掲
⑷
所
収
）

（24）
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⑺�　

寂
印
成
俊
本
の
系
統
に
関
し
て
は
、
大
石
真
由
香
「
本
書
の
ま
と
め
と
研
究

の
展
望
」
（
『
近
代
初
期
『
万
葉
集
』
の
研
究　

北
村
季
吟
と
藤
原
惺
窩
の
受
容

と
継
承
』
和
泉
書
院
・
二
〇
一
七
、
初
出
二
〇
一
六
）
に
最
新
の
知
見
が
し
め

さ
れ
て
い
る
。

⑻�　

『
校
本
萬
葉
集
』
首
巻
は
、
正
確
に
は
寛
元
本
と
文
永
本
を
校
合
し
た
禁
裏

御
本
の
訓
を
代
赭
で
書
き
入
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

⑼�　

山
崎

之
「
類
聚
古
集
の
片
仮
名
訓
書
入
」
（
『
萬
葉
』
第
一
一
三
号
・
一
九 

八
三
）
、
同
「
『
俊
成
本
萬
葉
集
』
試
論

―
俊
成
自
筆
『
古
来
風
躰
抄
』
の
萬

葉
歌
の
位
置
」
（
『
美
夫
君
志
』
第
五
十
三
号
・
一
九
九
六
）

⑽�　

田
中
大
士
「
長
歌
訓
か
ら
見
た
万
葉
集
の
系
統

―
平
仮
名
訓
本
と
片
仮

名
訓
本
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
第
八
十
九
号
・
二
〇
〇
四
）
、
同
「
万
葉
集
片

仮
名
訓
本
（
非
仙
覚
系
）
と
仙
覚
校
訂
本
」
（
『
上
代
文
学
』
第
一
〇
五
号
・

二
〇
一
〇
）
な
ど
。

⑾�　

た
だ
し
「
別
系
統
」
と
は
い
っ
て
も
、
『
伊
勢
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
な
ど

と
比
較
す
れ
ば
、『
萬
葉
集
』
に
異
本
と
呼
び
う
る
伝
本
は
存
在
し
な
い
と
い
っ

て
よ
い
。
こ
の
点
は
夙
に
小
島
憲
之
「
萬
葉
集
原
典
批
評
一
私
考
」
（
『
國
語
・

國
文
』
第
三
十
巻
第
三
号
・
一
九
四
三
）
が
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

⑿�　

田
中
「
万
葉
集
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
の
性
格

―
仙
覚
寛
元
本
の
原
形
態
」

（
『
國
語
國
文
』
第
八
十
一
巻
第
八
号
）

⒀�　

京
大
本
巻
一
奥
書
の
引
く
禁
裏
御
本
奥
書
に
「
…
…
漢
字
右
付
假
名
了
。
他

本
和
有
難
哥
之
時
以
墨
又
字
左
點
云
々
…
…
字
左
以
朱
愚
點
了
…
…
」と
あ
る
。

⒁�　

上
田
英
夫
『
萬
葉
集
訓
點
の
史
的
研
究
』
（
塙
書
房
・
一
九
五
六
）
。
佐
佐
木

信
綱
編
『
萬
葉
集
事
典
』
（
平
凡
社
・
一
九
五
六
）
、
神
掘
忍
「
万
葉
集
（
神
宮

文
庫
本
）
」
（
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
岩
波
書
店
・
一
九
九
九
）
も
同
趣

の
見
解
を
し
め
す
。

⒂�　

田
中
「
万
葉
集
仙
覚
寛
元
本
の
底
本

―
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
と
仙
覚
本

奥
書
か
ら
の
考
察
」
（
『
上
代
文
学
』
第
一
一
三
号
・
二
〇
一
四
）

⒃�　

前
掲
⑷
、
⑸

⒄�　

そ
れ
に
し
て
も
、
寛
元
本
系
統
の
伝
本
で
あ
る
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
に
は
、

寛
元
本
の
痕
跡
が
①
〜
⑩
の
十
首
中
二
首
に
し
か
な
く
、
し
か
も
う
ち
一
首
は

附
訓
位
置
を
誤
っ
て
い
る
。
前
掲
⒁
上
田
が
前
者
を
「
純
粋
な
ら
ざ
る
一
伝
本
」

と
評
し
た
こ
と
が
改
め
て
首
肯
さ
れ
る
と
と
も
に
、
寛
元
本
を
復
元
す
る
た
め

に
は
京
大
本
代
赭
書
入
の
綿
密
な
検
証
が
不
可
缼
と
気
づ
か
さ
れ
る
。

⒅�　

馬
渕
和
夫
「
「
平
安
か
な
づ
か
い
」
に
つ
い
て
」
（
『
佐
伯
梅
友
博
士

古　

稀　

記　

念

国
語
学
論
集
』

表
現
社
・
一
九
六
九
）

⒆　

前
掲
⒅

（20）�　

傍
書
の
位
置
か
ら
記
述
の
よ
う
に
判
断
し
た
が
、
あ
る
い
は
当
該
傍
書
は
「
人

て
ま
き
し
て
」
を
意
図
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
人
ガ
て
ま
き
し
て
」
の

ガ
が
無
形
化
し
た
句
と
考
え
れ
ば
文
と
し
て
の
把
握
は
可
能
で
あ
る
（
渡
辺
実

『
国
語
構
文
論
』
塙
書
房
・
一
九
七
一
）
。
そ
う
で
あ
れ
ば
字
余
り
の
問
題
は
解

消
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
読
み
取
る
場
合
、「
人
て
ま
き
し
て
」
は
『
一
葉
抄
』

の
独
自
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
原
文
「
手
枕
而
」
と
の
対
応
か
ら

す
る
と
、
「
し
」
を
意
識
的
に
補
う
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（21）�　

前
掲
⑹

（22）�　

な
お
、
類
聚
古
集
が
京
大
本
と
お
な
じ
訓
を
持
つ
。
こ
の
点
は
誤
写
説
を
考

え
る
場
合
の
難
点
で
あ
る
が
、
文
永
本
の
一
本
で
あ
る
京
大
本
が
、
代
赭
書
入

で
は
な
く
主
訓
に
お
い
て
類
聚
古
集
の
訓
を
引
き
継
ぐ
可
能
性
は
き
わ
め
て
低

く
、
偶
然
の
一
致
と
見
做
し
て
よ
い
よ
う
に
お
も
う
。

（23）�　

前
掲
⒁

（24）�　

前
掲
⒁
神
掘
「
万
葉
集
（
神
宮
文
庫
本
）
」
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（25）�　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
新
沢
典
子
「
本
文
批
評
に
お
け
る
仮
名
万
葉
の
価
値
」
、

樋
口
百
合
子
「
中
世
名
所
歌
集
所
収
の
万
葉
歌
の
価
値
」
（
い
ず
れ
も
『
萬
葉

写
本
学
入
門　

上
代
文
学
研
究
法
セ
ミ
ナ
ー
』
笠
間
書
院
・
二
〇
一
六
）
、
同 

「
中
世
名
所
歌
集
に
み
る
『
萬
葉
集
』
長
歌
の
享
受
と
特
質

―
細
川
本
『
歌

枕
名
寄
』
を
中
心
と
し
て
」
（
『
上
代
文
学
』
第
一
一
七
号
・
二
〇
一
六
）
な
ど

に
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
実
践
し
た
論
考
と
し
て
、
佐
竹
昭
広
「
萬
葉
集
本
文
批

判
の
一
方
法
」
（
『
萬
葉
集
抜
書
』
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
〇
、
初
出
一
九
五
二
）
、

同
「
本
文
批
評
の
方
法
と
課
題
」
（
『
萬
葉
集
大
成
』
第
十
一
巻
・
平
凡
社
・

一
九
五
五
）
が
存
す
る
。
佐
竹
論
は
近
年
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の

例
に
関
し
て
は
批
判
の
方
が
適
切
と
判
断
す
べ
き
場
合
も
少
な
く
な
い
が
、
手

法
自
体
の
意
義
は
い
さ
さ
か
も
減
じ
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
萬
葉
集
の

本
文
校
訂
と
古
今
和
歌
集
六
帖
の
本
文
異
同

―
佐
竹
昭
広
説
の
追
認
と
再

考
」
（
『
萬
葉
集
訓
読
の
資
料
と
方
法
』
笠
間
書
院
・
二
〇
一
六
、
初
出
同
年
）

で
検
討
し
た
。


